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覚覚書書  ＜＜「「理理想想数数」」とと「「理理想想素素因因子子」」とといいうう数数学学用用語語ににつついいてて＞＞  
  
従従来来、、日日本本のの数数学学界界がが EE・・EE・・ククンンママーーのの iiddeeaalleerr  PPrriimmffaaccttoorr ををおおおおむむねね「「理理想想素素因因子子」」
とと翻翻訳訳しし、、ままたた RR・・デデデデキキンントトのの ddaass  IIddeeaall ををししばばししばば「「理理想想数数」」とと翻翻訳訳ししててききたたここととはは、、
動動かかししよよううののなないい事事実実ででああるる。。多多くくのの数数学学書書をを閲閲覧覧すすれればば、、ままたたココンンピピュューータターー上上でで検検索索
をを試試みみれればば、、容容易易ににそそのの事事実実をを確確認認すするるここととががででききるる。。  
  
ししかかしし私私見見にによよれればば、、「「理理想想素素因因子子」」やや「「理理想想数数」」ははいいずずれれもも元元ののドドイイツツ語語のの誤誤訳訳ででああっっ
てて、、本本来来そそれれららはは「「観観念念的的素素因因子子」」やや「「観観念念数数」」とと訳訳すすべべききももののででああるる。。たただだししそそうう考考ええ
るる数数学学的的・・語語学学的的なな理理由由ははすすででにに他他所所でで述述べべたたののでで、、ここここででそそれれをを繰繰りり返返すすここととははししなないい。。  
  
私私がが関関心心をを寄寄せせるるののははむむししろろここのの誤誤訳訳のの「「背背景景」」ででああるる。。そそここにに複複数数のの要要因因がが絡絡むむここととはは
想想像像にに難難くくなないいがが、、明明治治期期かからら大大正正期期ににかかけけてて日日本本でで欧欧米米のの思思想想書書のの翻翻訳訳がが進進行行すするるななかか
でで、、数数学学にに限限ららずず、、一一般般にに英英語語ままたたははドドイイツツ語語のの““iiddeeaall””ににどどんんなな日日本本語語ががああててががわわれれててきき
たたかか、、とといいうう歴歴史史的的経経緯緯がが議議論論のの前前提提ににななるるここととはは間間違違いいなないい。。たただだししここのの場場合合、、英英語語まま
たたははドドイイツツ語語のの““iiddeeaall””そそれれ自自体体がが「「両両義義的的」」なな言言葉葉ででああっったたとといいうう事事実実がが、、日日本本ににおおけけるる
そそのの訳訳語語のの成成立立過過程程をを複複雑雑ににししてていいるる。。  
  
周周知知ののよよううにに、、英英語語ままたたははドドイイツツ語語のの形形容容詞詞 iiddeeaall はは、、そそれれ自自体体、、「「価価値値論論的的」」なな側側面面とと
「「存存在在論論的的」」なな側側面面をを併併せせ持持つつ言言葉葉ででああるる。。たたととええばば iiddeeaall  hhuussbbaanndd ははももちちろろんん「「望望まましし
いい夫夫」」をを意意味味すするるここととががああるるがが、、ししかかしし、、価価値値中中立立的的にに、、或或るる女女性性がが「「抽抽象象的的にに思思いい描描いい
たただだけけのの」」（（だだかかららももししかかすするるとと碌碌ででももなないい））男男性性像像のの意意味味でで使使わわれれるる可可能能性性ももななくくははなな
いい。。ままたた私私はは以以前前  iiddeeaalleess  AAuussgglleeiicchh  とといいううドドイイツツ語語表表現現をを見見たたここととががああるる((たただだそそのの文文
脈脈でではは AAuussgglleeiicchh はは貶貶めめてて「「妥妥協協」」のの意意味味でで使使わわれれてていいたた。。))  私私のの言言語語感感覚覚でではは、、「「理理想想
的的妥妥協協」」ははググロロテテススククでで常常軌軌をを逸逸ししたた気気持持ちちのの悪悪いい言言葉葉遣遣いいにに見見ええるるがが、、対対ししてて「「観観念念的的
妥妥協協」」はは、、「「現現実実的的条条件件をを考考慮慮ししなないい、、頭頭ででっっかかちちのの辻辻褄褄合合わわせせ」」とといいうう意意味味ででなならら、、言言葉葉
ととししてて立立派派にに通通用用すするる。。ここののよよううにに iiddeeaall とといいうう言言葉葉はは、、現現代代日日本本語語でで表表現現すすれればば、、「「理理
想想的的」」とと「「観観念念的的」」とといいうう二二重重のの意意味味ををああわわせせ持持つつ言言葉葉ななののででああるる。。  
  
明明治治大大正正期期、、iiddeeaall とといいうう言言葉葉にに日日本本語語をを対対応応ささせせるる任任にに当当たたっったた当当事事者者はは、、ここのの言言葉葉のの
二二面面性性がが顕顕ににななるるののにに応応じじててそそれれにに対対応応ししよよううとと努努力力ししたたははずずでであありり、、そそのの結結果果、、最最終終的的
にに「「理理想想的的」」とと「「観観念念的的」」とといいうう一一対対のの日日本本語語がが整整備備さされれたたののででああるる。。たただだししそそここににはは紆紆
余余曲曲折折ががああっったたののででああっってて、、ここのの小小文文ははそそのの経経緯緯をを「「数数学学」」ににおおいいてて確確認認すするる意意図図でで書書かか
れれてていいるる。。  
  
以以下下、、年年次次はは基基本本的的にに元元号号でで表表記記すするる。。  
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[[11]]  高高木木貞貞治治のの場場合合  
ささててククンンママーーのの iiddeeaalleerr  PPrriimmffaaccttoorr にに最最初初にに「「理理想想的的」」とといいうう形形容容詞詞をを当当ててたたののはは高高木木貞貞
治治((明明治治 88 年年  ～～  昭昭和和 3355 年年))とといいううここととででよよいいののだだろろううかか。。ささままざざままなな背背景景（（数数学学的的実実績績、、
東東京京帝帝国国大大学学教教授授とといいうう身身分分、、活活発発なな出出版版活活動動とと社社会会貢貢献献ななどど））をを勘勘案案すするるととそそのの可可能能性性
がが非非常常にに高高いいののだだがが、、ここのの辺辺りり、、実実はは私私はは事事実実関関係係のの最最終終確確認認がが取取れれなないいででいいるる。。ささてて、、
ももししここのの仮仮定定がが許許さされれるるなならら、、彼彼はは本本格格的的なな論論文文ははおおそそららくく欧欧文文でで書書くくだだろろううかからら、、「「理理
想想素素因因子子」」のの登登場場はは彼彼のの日日本本語語ででのの数数学学教教科科書書ああたたりりとと推推定定さされれ、、そそううすするるとと最最初初のの使使用用
例例ととししてて浮浮上上すするるののはは昭昭和和 66 年年（（11993311 年年））のの『『初初等等整整数数論論講講義義』』（（共共立立社社出出版版））のの次次のの箇箇
所所ででああるる（（第第 55 章章、、§§4411））。。  

  
「「KKuummmmeerr はは大大胆胆なな着着想想にによよっっててここのの困困難難なな局局面面をを打打開開すするるここととをを試試みみたた。。彼彼はは上上記記((88))、、
（（９９））のの如如きき分分解解ははままだだ分分解解のの終終局局にに達達ししてていいるるののででなないいここととをを看看破破ししてて、、いいわわゆゆるる「「理理
想想的的のの数数」」((IIddeeaall  nnuummbbeerr))のの理理論論をを組組みみ立立ててたたののででああるる。。・・・・・・ししかかししななががらら、、22,,33,,77 ななどど
がが  実実際際ににはは分分解解不不可可能能ででああるるここととはは前前にに述述べべたた通通りりででああるるかからら、、AA,,BB’’,,BB,,CC’’,,CC ななどどはは
KK((√√――55))のの中中にに現現実実にに存存在在すするる数数ででははなないい。。故故にに複複素素数数ををかかつつてて「「想想像像的的のの数数」」((iimmaaggiinnaarryy  
nnuummbbeerr))とといいっったたののににななららっってて、、「「理理想想的的のの数数」」とといいううよよううなな語語をを用用いいたたののででああるる。。」」  
  
高高木木ののここのの文文章章ににはは「「わわかかりりににくくいい」」部部分分ががああるる。。実実際際、、彼彼はは件件のの数数をを一一方方でで「「理理想想的的のの
数数((iiddeeaall  nnuummbbeerr))」」とと呼呼びび、、ささららににここのの命命名名をを文文章章のの末末尾尾でではは「「想想像像的的のの数数」」((iimmaaggiinnaarryy  
nnuummbbeerr))にに準準ええてていいるる。。ししかかしし先先般般のの分分類類にに従従ええばば、、現現代代日日本本人人のの耳耳ににととっってて、、前前者者はは嫌嫌
ででもも価価値値論論的的にに（（つつままりり「「ああららままほほししいい」」とといいうう意意味味でで））響響きき、、後後者者はは存存在在論論的的にに（（つつまま
りり「「想想像像的的」」＝＝「「非非実実在在的的」」とといいうう意意味味でで））響響くくののででははなないいだだろろううかか。。微微かかででははああるるがが、、
どどここかかにに価価値値概概念念とと存存在在概概念念のの不不整整合合ががあありりははししなないいかか。。  
  
ももうう一一つつ不不可可解解ななここととががああるる。。たたししかかにに高高木木ははククンンママーーのの iiddeeaall をを「「理理想想的的」」とと訳訳すすけけれれ
どどもも、、彼彼はは何何故故かかデデデデキキンントトのの例例のの概概念念ははかかななららずず((??))「「イイデデヤヤルル」」とと呼呼ぶぶののででああるる。。とといい
ううここととはは高高木木はは iiddeeaall をを「「理理想想的的」」とと最最初初にに訳訳ししたた人人物物ででああるるとと同同時時にに、、ここのの日日本本語語をを最最
初初にに遠遠ざざけけたた人人物物とと言言ええるるののかかももししれれなないい。。何何かか不不安安的的ななももののががああるるよよううにに感感じじるる。。高高木木
はは本本当当ににここのの「「理理想想的的」」とといいうう訳訳語語にに、、絶絶対対的的なな自自信信をを持持っってていいたたののだだろろううかか。。ししかかしし高高
木木ををめめぐぐるるここのの論論点点ははいいっったたんん脇脇にに置置くく。。  
  
[[22]]  歴歴史史的的事事実実関関係係  
日日本本語語でで「「観観念念的的」」とと「「理理想想的的」」とといいうう対対立立概概念念がが成成立立すするる過過程程はは、、おおおおむむねねここううででああっっ
たたとと聞聞くく。。  
  
((aa)) [[西西周周]]  明明治治 88 年年かからら 99 年年ににかかけけてて、、西西周周にによよっってて、、アアメメリリカカのの心心理理学学者者 JJoosseepphh  HHaavveenn  
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のの著著作作  ““MMeennttaall  PPhhiilloossoopphhyy””  ((11886699))がが、、『『ヘヘヴヴンン氏氏心心理理学学』』のの表表題題でで訳訳出出さされれるる。。ここここでで
観観念念的的//理理想想的的のの観観点点かからら重重要要ななののはは以以下下のの事事柄柄ででああるる。。ままずずここのの訳訳書書でではは名名詞詞 IIddeeaa はは
「「観観念念」」とと訳訳さされれ、、そそれれはは一一般般にに「「心心のの中中ににああるるもものの＝＝想想」」をを意意味味すするるととさされれがが、、ここのの場場
合合、、次次ののここととにに注注意意すすべべききででああるる。。たたししかかにに『『ヘヘヴヴンン氏氏心心理理学学』』ににはは tthhee  IIddeeaall とといいうう言言
葉葉（（tthhee＋＋形形容容詞詞））がが登登場場すするるけけれれどどもも、、そそれれははああくくままででもも tthhee  AAccttuuaall のの対対立立語語ととししてて登登
場場ししてていいるる。。ししたたががっっててここのの iiddeeaall はは「「理理想想」」ででははななくく、、ああくくままででもも「「現現実実的的ななもものの((tthhee  
AAccttuuaall))」」にに対対立立すするる存存在在概概念念、、すすななわわちち「「観観念念的的((iiddeeaall））」」のの謂謂ななののででああるる。。  
  
確確認認すするる。。西西周周ににおおけけるる iiddeeaall はは「「観観念念的的」」のの謂謂ででああるる。。  
  
((bb)) [[哲哲学学字字彙彙]]    明明治治 1144 年年、、日日本本でで最最初初のの欧欧日日対対照照のの哲哲学学辞辞典典、、『『哲哲学学字字彙彙』』（（東東京京帝帝国国大大  
学学））がが井井上上哲哲次次郎郎たたちちにによよっってて編編ままれれてていいるる。。おおそそららくく西西周周のの『『ヘヘヴヴンン氏氏心心理理学学』』のの影影響響
をを受受けけつつつつ、、初初版版（（明明治治 1144 年年））ににおおけけるる iiddeeaall 関関係係のの記記載載ははここううななっってていいるる（（以以下下、、下下
線線はは金金田田））。。  
  

「「IIddeeaa((観観念念))  //  IIddeeaall((理理想想))  //  IIddeeaalliissmm((唯唯心心論論))」」。。  
  

ささららにに明明治治 1177 年年のの改改訂訂増増補補版版『『哲哲学学字字彙彙』』でではは記記載載にに若若干干のの変変更更ががああるる。。  
  

「「IIddeeee((観観念念・・理理想想))  //  IIddeeaall((理理想想的的・・観観念念的的))  //  IIddeeaalliissmm((唯唯心心論論))」」。。  
  

『『哲哲学学字字彙彙』』第第三三版版ににつついいててはは後後にに譲譲るるがが、、初初版版とと改改定定増増補補版版でで難難ししいいののはは下下線線をを付付ししたた
「「iiddeeaall（（理理想想的的））」」のの箇箇所所ででああるる。。ここのの初初版版のの字字句句をを見見れればば、、ままたたそそのの改改定定増増補補版版をを見見るる
ととななおおののこことと、、そそここでではは iiddeeaall がが価価値値概概念念ととししてて扱扱わわれれてていいるるととつついい言言いいたたくくななるるだだろろうう。。
改改訂訂版版でで「「理理想想的的」」がが・・にによよっってて「「観観念念的的」」とと対対立立ささせせらられれてていいるるここととがが、、そそののよよううなな解解
釈釈をを誘誘ううののででああるる。。ししかかしし待待てて。。ももしし「「理理想想」」とといいうう日日本本語語そそれれ自自体体がが「「観観念念」」とといいうう意意
味味でで使使わわれれてていいたたととすすれればば、、話話はは別別ででははなないいだだろろううかか？？  ここここににそそももそそもも対対立立ががなないいととしし
たたらら、、話話はは別別ででははなないいだだろろううかか。。とといいううののはは・・・・・・  
  
((cc)) [[没没理理想想論論争争]]    明明治治 2244 年年かからら 2255 年年ににかかけけてて、、森森鴎鴎外外とと坪坪内内逍逍遥遥のの間間でで「「没没理理想想論論争争」」  
とと呼呼ばばれれるる論論争争がが行行わわれれたた（（ちちななみみににここのの年年はは改改訂訂増増補補版版『『哲哲学学辞辞彙彙』』刊刊行行のの 77 年年後後にに当当
たたるる））。。逍逍遥遥はは「「早早稲稲田田文文学学」」にに掲掲載載ししたた「「シシェェーーククススピピアア脚脚本本註註釈釈」」ののななかかでで、、「「理理想想」」
とといいうう言言葉葉にに「「世世界界観観」」とといいうう意意味味をを込込めめななががらら、、シシェェーーククススピピアア作作品品のの卓卓越越性性をを、、そそれれ
がが個個別別のの人人がが抱抱くく個個別別のの世世界界観観のの表表現現ででははななくく、、むむししろろシシェェーーククススピピアアのの作作がが「「如如何何ややうう
ににもも解解釈釈せせららるるるるこことと」」にに置置いいたたののででああるる。。「「彼彼がが傑傑作作はは殆殆どど万万般般のの理理想想ををもも容容れれてて余余りり
ああるるにに似似たたりり」」、、「「其其のの作作ににはは何何人人のの面面もも映映るるななりり」」、、「「如如何何ななるる読読者者のの理理想想もも其其のの影影をを其其のの
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中中にに見見出出すすここととをを得得ベベしし」」。。ここのの見見解解ははシシェェーーククススピピアア作作品品のの価価値値をを、、ままささににそそれれがが多多様様
なな解解釈釈((世世界界観観＝＝理理想想))にに対対ししてて開開かかれれてていいるるここととにに見見るる点点ににおおいいてて傾傾聴聴にに値値すするるがが、、鴎鴎外外
はは「「越越ええるる」」をを意意味味すするる「「没没」」をを「「否否定定すするる」」のの意意味味にに捻捻じじ曲曲げげ、、ままたた「「没没理理想想」」をを「「超超
越越的的規規範範のの否否定定」」とと曲曲解解ししたた挙挙句句、、おおととななししいい逍逍遥遥をを「「帰帰納納的的批批評評」」をを顕顕彰彰すするる輩輩ととししてて
上上かからら目目線線でで痛痛罵罵ししたたののででああるる。。（（そそののああとと逆逆にに、、鴎鴎外外はは気気性性のの激激ししいい高高山山樗樗牛牛にに痛痛烈烈批批
判判さされれてて審審美美学学領領域域かからら撤撤退退すするる羽羽目目ににななるるののだだがが、、そそのの経経緯緯ににつついいててはは谷谷沢沢永永一一、、『『文文
豪豪たたちちのの大大喧喧嘩嘩』』、、新新潮潮社社、、22000033、、をを参参照照さされれよよ。。））  
ささてて鴎鴎外外とと逍逍遥遥のの「「行行きき違違いい」」かかららわわかかるるののはは、、当当時時ままだだ「「理理想想」」とといいうう日日本本語語がが、、一一方方
でではは逍逍遥遥ののよよううにに存存在在概概念念ととししててのの「「観観念念」」をを、、他他方方でで鴎鴎外外ののよよううにに価価値値概概念念ととししててのの「「（（今今
のの意意味味ででのの））理理想想」」をを意意味味しし、、言言葉葉ががここれれらら二二つつのの意意味味のの間間をを揺揺ららいいででいいたたここととででああるる。。
逍逍遥遥はは存存在在概概念念（（世世界界観観））のの意意味味でで、、鴎鴎外外はは価価値値概概念念（（規規範範））のの意意味味でで、、そそれれぞぞれれ「「理理想想」」
とといいうう言言葉葉をを使使っったたののだだがが、、両両者者ががここのの齟齟齬齬をを認認識識しし相相互互のの誤誤解解をを解解消消ででききるるままででににははなな
おお数数ヶヶ月月をを要要ししたたののででああるる。。  
  
確確認認すするる。。11889900 年年代代、、「「理理想想」」とと「「観観念念」」ははままだだ分分離離不不徹徹底底、、いいわわばば「「揺揺ららぎぎ」」のの状状態態にに
ああっったた。。  
  
((dd))[[明明治治 4455 年年]]    最最終終版版、、『『英英独独仏仏和和  哲哲学学辞辞彙彙』』ととななるるとと、、記記載載はは次次ののよよううにに充充実実のの度度をを
増増すす。。  
  
「「IIddeeaa((表表象象・・観観念念・・理理想想))  //  IIddeeaall((理理想想・・観観念念))  //（（形形容容詞詞））iiddeeaall((理理想想～～))  //IIddeeaalliissmm((唯唯心心
論論))  //iiddeeaalliisstt((唯唯心心論論者者))//IIddeeaalliittäätt((観観念念性性))//iiddeeaalliizzaattiioonn((理理想想化化))//iiddeeaattiioonn((観観念念力力))//IIddeeee      
((観観念念・・観観念念連連続続過過程程))」」  
  
最最初初のの「「IIddeeaa((表表象象・・観観念念・・理理想想))  //  IIddeeaall((理理想想・・観観念念))」」はは過過去去のの未未分分化化状状態態のの痕痕跡跡をを残残しし
てていいるるよよううにに見見ええるる。。ししかかしし「「改改訂訂増増補補版版（（第第二二版版））」」ととここのの「「英英独独仏仏和和版版（（最最終終版版））」」のの
差差異異をを際際立立たたせせるるののはは、、最最終終版版のの「「（（形形容容詞詞））iiddeeaall((理理想想～～))」」おおよよびび「「iiddeeaalliizzaattiioonn((理理想想化化))」」
とといいうう記記載載ででああるる。。私私のの目目ににここれれはは、、成成熟熟ししたた価価値値概概念念にに見見ええるるののででああるる。。  
ももうう一一つつ、、最最終終版版ににはは、、形形容容詞詞 iiddeeaall にに訳訳語語「「理理想想～～」」ははああっっててもも訳訳語語「「観観念念的的～～」」ががなな
いいののがが引引っっかかかかるるがが、、周周辺辺ににはは IIddeeaalliittäätt((観観念念性性))やや iiddeeaattiioonn((観観念念力力))がが姿姿をを見見せせてていいるるのの
だだかからら、、形形容容詞詞「「iiddeeaall((観観念念的的～～))」」のの登登場場はは時時間間のの問問題題ででああっったたろろうう。。  
  
確確認認すするる。。ここのの時時期期((11991122 年年))、、iiddeeaall ををめめぐぐっってて、、たたししかかにに価価値値概概念念「「理理想想」」はは勢勢力力をを拡拡
大大ししつつつつああっったたがが、、「「理理想想」」とと「「観観念念」」のの棲棲みみ分分けけははままだだ不不徹徹底底だだっったた。。いいやや、、順順序序をを逆逆にに
ししててむむししろろここうう言言ううべべききかか。。ここのの時時期期、、iiddeeaall ををめめぐぐっってて「「理理想想」」とと「「観観念念」」のの棲棲みみ分分けけ
ははままだだ不不徹徹底底だだっったたがが、、価価値値概概念念「「理理想想」」はは着着実実にに勢勢力力をを拡拡大大ししつつつつああっったた、、とと。。  
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((ee))大大正正 33 年年((11991144 年年))にに決決定定的的なな出出来来事事がが起起ここるる。。天天野野貞貞祐祐・・桑桑木木厳厳翼翼にによよるる II・・カカンントト
『『ププロロレレゴゴメメナナ』』のの日日本本語語訳訳のの刊刊行行((東東亜亜堂堂))ががそそれれででああるる。。周周知知ののよよううににカカンントトはは非非常常にに
正正確確なな言言葉葉遣遣いいををすするる哲哲学学者者でであありり、、彼彼のの著著作作のの翻翻訳訳にに従従事事すするる者者はは日日本本語語のの訳訳語語選選択択にに
神神経経質質ととななららざざるるをを得得なないい。。天天野野・・桑桑木木はは IIddeeee とといいうう言言葉葉にに「「観観念念」」をを当当てて、、ままたた文文脈脈
にに応応じじててはは哲哲学学字字彙彙ににななかかっったた「「理理念念」」ででここれれをを補補いい、、そそししててここれれららとと区区別別すすべべきき「「神神学学
的的理理性性理理念念」」にに限限定定ししてて「「理理想想」」とといいうう語語をを当当ててたたののででああるる。。大大正正期期にに至至っっててよよううややくく「「観観
念念、、理理念念」」とと「「理理想想」」のの三三者者がが出出揃揃いい、、言言葉葉のの安安定定使使用用ののメメドドがが立立っったたここととががわわかかるる。。  
  
確確認認すするる。。大大正正 33 年年にに存存在在概概念念「「観観念念、、理理念念」」とと価価値値概概念念「「理理想想」」がが日日本本語語でで一一応応のの分分離離
をを成成しし遂遂げげたた。。  
  
[[33]]  高高木木再再論論  
そそここでで最最初初のの考考察察にに戻戻ろろうう。。高高木木ははどどううししててククンンママーーのの iiddeeaalleerr  PPrriimmffaaccttoorr をを「「理理想想的的素素
因因子子」」とと訳訳ししたたののだだろろううかか。。裏裏をを返返せせばば、、高高木木ははどどううししててそそれれをを「「観観念念的的素素因因子子」」ととはは訳訳
ささななかかっったたののだだろろううかか。。  
  
ししかかしし自自分分ででここんんなな問問いいをを出出ししてておおききななががららここんんななここととをを言言ううののもも変変だだがが、、高高木木はは本本当当にに
特特定定のの理理由由ががああっってて「「理理想想的的」」とと言言うう訳訳語語をを選選択択ししたたとと言言ええるるかかどどううかか、、実実をを言言ううととかかなな
りり怪怪ししいい。。ななぜぜなならら彼彼はは『『代代数数学学講講義義』』（（昭昭和和 55 年年、、共共立立社社書書店店））のの凡凡例例 55 ににここうう書書くくかか
ららででああるる。。  
  
「「学学術術用用語語のの国国訳訳はは現現今今一一定定ににななっってていいなないい。。本本書書のの用用例例はは全全てて暫暫定定的的ででああるる。。著著者者のの意意
見見はは学学術術語語のの国国際際的的ででああるるここととをを第第一一ととししてて、、用用語語のの妥妥当当性性をを第第二二ににおおくくののででああるるかからら、、
ななるるべべくく直直訳訳式式にに一一言言語語にに対対ししてて一一邦邦語語をを目目標標ととししたた。。例例ええばば pprriimmiittiivvee ははいいつつででもも「「原原
始始」」、、iirrrreeddiicciibbllee ははいいつつででもも「「既既約約」」ななどど。。」」  
  
ここのの文文章章はは高高木木がが日日本本語語のの訳訳語語選選択択ににかかななららずずししもも神神経経質質ででななかかっったたここととをを物物語語っってていい
るる。。「「学学術術語語のの国国際際的的ででああるるここととをを第第一一ととししてて」」とといいうう文文言言はは要要すするるにに、、「「たたととええばば理理想想的的
とといいうう日日本本語語がが出出ててくくるるたたびびにに、、そそのの日日本本語語のの意意味味ににはは拘拘泥泥せせずず、、自自動動的的にに iiddeeaall とといいうう
国国際際語語（（つつままりりドドイイツツ語語））にに脳脳内内変変換換ししててほほししいい」」、、とといいうう意意味味にに聞聞ここええるる。。当当時時、、旧旧制制高高
校校生生やや大大学学生生たたちちがが日日常常的的ににドドイイツツ語語をを乱乱発発すするる気気風風にに染染ままっってていいたたここととをを考考ええ合合わわせせ
るるとと、、数数学学のの勉勉強強ににおおいいててははドドイイツツ語語がが基基本本でであありり、、日日本本語語はは補補助助的的なな道道具具ででああるるとといいうう
意意識識ががここここにに垣垣間間見見ええるる。。（（ちちななみみにに『『代代数数学学講講義義』』のの巻巻末末ににはは詳詳細細なな英英独独仏仏のの用用語語対対照照
表表がが添添付付さされれてていいるる））。。ししかかもも「「本本書書のの[[日日本本語語のの]]用用例例はは全全てて暫暫定定的的」」ととああるるかからら、、訳訳語語にに
不不都都合合がが起起ここれればばそそれれははそそののとときき考考ええよよううとといいううススタタンンススででああるるららししいい。。随随想想ななどどのの書書きき
っっぷぷりりかからら判判断断ししてて、、高高木木ににはは洒洒脱脱とといいううかかノノンンシシャャラランンななととこころろががああるるよよううににもも見見ええるる
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がが、、訳訳語語のの選選択択もも例例外外ででははななくく、、用用語語のの選選択択もも便便宜宜的的にに考考ええてていいたたよよううででああるる。。  
  
ささてて「「((邦邦語語のの))用用語語のの妥妥当当性性はは第第二二ににおおくく」」とと言言わわれれるるとと、、西西周周やや井井上上哲哲次次郎郎やや森森鴎鴎外外やや
天天野野貞貞祐祐ままでで動動員員ししてて語語義義をを詮詮索索すするるののはは馬馬鹿鹿げげてていいるるとといいうう気気ももすするる。。ししかかししどどううだだろろ
うう、、本本当当にに人人間間はは言言葉葉をを支支配配ししてていいてて、、不不都都合合ががああれればば適適宜宜言言葉葉をを差差しし替替ええるるななどどとといいっっ
たた芸芸当当ががででききるるももののだだろろううかか。。人人がが言言葉葉をを支支配配ししてていいるるののででははななくく、、言言葉葉がが人人間間をを支支配配しし
てていいるる疑疑いいははなないいののだだろろううかか。。  
  
時時間間的的順順序序かからら判判断断ししてて、、昭昭和和 66 年年（（11993311 年年））のの高高木木貞貞治治はは、、前前項項[[22]]にに挙挙げげたた((aa))かからら  
((ee))のの一一連連のの事事項項をを知知りりううるる立立場場にに立立っってていいたたははずずででああるる。。高高木木のの言言語語使使用用をを規規制制ししてていい  
たたののはは、、((ee))のの天天野野・・桑桑木木のの語語法法だだっったたののだだろろううかか。。天天野野とと桑桑木木のの努努力力にによよるる、、分分類類概概念念
iiddeeaall とと価価値値概概念念 iiddeeaall のの弁弁別別かかららすすででにに 1177 年年がが経経過過しし、、当当時時、、言言語語使使用用ははかかななりり安安定定しし
てていいたたははずずででああるる。。だだかからら彼彼はは、、ドドイイツツ語語 iiddeeaall をを正正確確にに理理解解ししつつつつ、、そそれれをを「「観観念念的的のの
数数」」とと訳訳すすこことともも、、そそのの気気ににななれればばででききたた道道理理ででああるる。。ままししてて高高木木貞貞治治とと桑桑木木厳厳翼翼はは同同じじ
大大学学のの同同僚僚だだっったたかからら、、桑桑木木にに敬敬意意をを表表ししてて「「観観念念数数」」をを選選ぶぶここととはは儀儀礼礼ににもも適適っってていいるる。。
ででもも彼彼ははそそれれををせせずずににああええてて後後発発のの言言葉葉、、「「理理想想数数」」をを選選んんだだ。。何何故故だだろろうう？？  
  
高高木木のの言言語語使使用用をを規規制制ししてていいたたののがが((cc))のの森森鴎鴎外外だだととししたたららどどううだだろろううかか。。「「没没理理想想論論争争」」
がが耳耳目目をを集集めめたたここととはは事事実実だだしし、、高高木木ががそそれれをを知知ららななかかっったたととはは考考ええににくくいい。。ししかかしし高高木木
とと森森のの交交渉渉とといいうう話話をを私私はは寡寡聞聞ににししてて知知ららなないい。。だだかかららここのの論論点点だだけけはは如如何何ととももしし難難いい。。  
  
高高木木がが aa))かからら ee))ののどどのの意意味味でで「「理理想想」」とといいうう言言葉葉をを使使っったたののかかとといいうう設設問問ににはは、、おおそそららくく
答答ええががなないい。。歴歴史史的的偶偶然然がが排排除除ででききなないいこことと、、情情報報のの絶絶望望的的なな欠欠如如ががそそのの理理由由ででああるる。。だだ
がが高高木木をを動動かかししたたののがが「「語語義義」」ででははななくく、、言言語語使使用用のの「「身身振振りり」」だだとと考考ええててははどどううだだろろうう
かか。。彼彼がが「「理理想想数数」」とといいうう言言葉葉をを「「身身振振りり」」ととししてて選選んんだだとと考考ええたたららどどううななるるだだろろううかか。。  
  
[[44]]  新新理理想想主主義義  
大大正正時時代代のの日日本本ににおおいいてて、、ドドイイツツのの「「新新カカンントト派派」」はは「「新新理理想想主主義義」」とともも呼呼称称さされれてていいたた。。
ノノーーベベルル文文学学賞賞をを受受けけたたルルドドルルフフ・・オオイイケケンン((RRuuddoollff  EEuucckkeenn))がが花花形形でであありり、、桑桑木木厳厳翼翼にに
ももオオイイケケンンのの翻翻訳訳ががああるる。。ささままざざままなな学学問問分分野野でで「「新新理理想想主主義義」」がが花花開開いいたた大大正正時時代代だだがが、、
昭昭和和にに入入るるとと「「理理想想主主義義」」はは急急速速にに政政治治化化ししたたののだだっったた。。そそのの代代表表がが東東京京帝帝国国大大学学教教授授、、
河河合合栄栄治治郎郎((11889911--11994444))ででああっってて、、彼彼のの著著作作『『トトーーママスス・・ヒヒルル・・ググリリーーンンのの思思想想体体系系』』（（日日
本本評評論論社社 11993300））かかららはは、、ここのの時時期期、、iiddeeaallssmm とといいうう言言葉葉ががいいわわばば「「政政治治的的再再吟吟味味」」ににかか
けけらられれてていいたた状状況況ををつつぶぶささにに読読みみ取取るるここととががででききるる。。イイギギリリススににおおいいててはは「「功功利利主主義義//経経
験験論論」」へへのの対対抗抗手手段段ととししてて、、ままたたドドイイツツににおおいいててはは「「社社会会主主義義//唯唯物物論論」」へへのの対対抗抗手手段段ととしし
てて、、iiddeeaalliissmm はは新新たたななるる改改鋳鋳をを要要ししたたののででああるる。。だだががここのの改改鋳鋳はは不不可可避避的的にに、、改改鋳鋳以以前前のの
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iiddeeaalliissmm とと改改鋳鋳以以後後のの iiddeeaalliissmm のの間間にに分分裂裂をを引引きき起起ここすすだだろろうう。。河河合合のの次次のの言言葉葉ほほどど、、
「「観観念念的的」」とと「「理理想想的的」」のの政政治治的的断断絶絶をを先先鋭鋭にに語語るる言言葉葉ははなないい。。彼彼はは言言うう、、「「観観念念論論的的((iiddeeaall))
認認識識論論をを採採るるとと云云ううだだけけでではは、、未未だだそそのの人人がが理理想想((iiddeeaall))主主義義者者にに種種別別さされれるるかか否否かかはは疑疑わわ
ししいい」」とと（（iiddeeaall のの挿挿入入はは評評者者））。。  

  
高高木木貞貞治治のの『『初初等等整整数数論論講講義義』』のの刊刊行行はは翌翌 11993311 年年ののここととででああるる。。そそれれはは満満州州事事変変のの年年でで
あありり、、そそのの先先ににはは五五・・一一五五((11993322))とと二二・・二二六六((11993366))とと平平賀賀粛粛学学((11993388))がが待待っってていいるる。。ささらら
にに高高木木はは数数度度ににわわたたっってて渡渡欧欧ししたたがが、、11993322 年年 99 月月ののチチュューーリリッッヒヒ滞滞在在のの直直前前のの 77 月月にに
はは、、ドドイイツツのの議議員員選選挙挙ににおおいいててナナチチススがが第第一一党党にに躍躍りり出出たたこことともも知知っってていいたたろろうう。。当当時時、、
誰誰ももがが「「理理想想」」をを語語っってていいたたののででああるる。。オオイイケケンンもも、、ググリリーーンンもも、、河河合合栄栄治治郎郎もも、、そそししてて
五五・・一一五五もも、、二二・・二二六六もも、、ナナチチススもも、、シシオオニニスストトもも、、誰誰もも彼彼ももがが「「理理想想」」をを語語っってていいたた。。
「「生生ききるる」」とと「「理理想想をを持持つつ」」はは政政治治的的にに同同義義だだっったた。。そそれれははよよきき未未来来をを約約束束すするる希希望望のの言言
葉葉だだっったた。。  

  
「「理理想想」」とといいうう小小ささなな新新語語をを数数学学書書にに忍忍びび込込まませせるるここととをを「「政政治治的的」」身身振振りりとと呼呼んんででよよいい
ののなならら、、高高木木ははここれれととよよくく似似たた政政治治的的身身振振りりををももうう一一回回ととっってていいるる。。彼彼はは 11994499 年年にに『『数数
学学のの自自由由性性』』とといいうう随随想想集集をを出出ししたたがが、、ここれれににつついいててはは表表題題とと内内容容のの齟齟齬齬ががよよくく言言わわれれるる。。
「「数数学学のの自自由由性性をを語語るるののはは巻巻頭頭のの文文だだけけでであありり、、そそれれ以以外外はは表表題題とと無無関関係係だだ」」とといいうう苦苦情情
ががそそれれででああるる。。そそれれはは確確かかににそそううななののだだがが、、ほほんんのの 55、、66 年年前前なならら、、ここののよよううなな表表題題（（自自
由由性性））をを持持つつ本本をを刊刊行行すすれればば社社会会的的にに痛痛いい目目ににああっったたここととをを想想っっててももみみよよ。。「「数数学学のの自自由由」」
はは「「日日本本社社会会のの自自由由」」のの言言いい換換ええででははななかかっったたかか。。そそのの政政治治的的心心情情はは測測りり難難いいがが、、高高木木はは
おおそそららくく（（彼彼ななりりのの仕仕方方でで））新新生生日日本本にに寄寄りり添添っってていいるる。。ここのの書書物物のの真真率率なな表表題題とと、、とときき
にに躁躁？？をを疑疑ううほほどどにに軽軽妙妙洒洒脱脱なな内内容容はは、、ととももにに新新時時代代のの到到来来へへのの彼彼のの不不器器用用なな笑笑顔顔だだっったた
かかとと思思わわなないいででももなないい。。（（私私はは高高木木貞貞治治のの政政治治性性をを主主張張ししてていいるるののででははなないい。。どどんんななおおとと
ななししいい人人間間ででもも、、大大事事ににししてていいるる蔵蔵書書ををすすべべてて焼焼かかれれたたららそそりりゃゃ怒怒るるだだろろううしし、、そそのの原原因因
をを激激ししくく憎憎むむだだろろううとと言言っってていいるるだだけけででああるる。。））  
  
結結論論ははここううででああるる。。高高木木貞貞治治ははどどううややらら数数学学ををドドイイツツ語語でで思思考考ししてていいるるよよううででああっってて、、日日
本本語語にに対対ししててはは「「二二次次的的でで暫暫定定的的なな手手段段」」とといいうう位位置置付付けけししかか与与ええてていいなないい。。ししたたががっってて
例例ええばば「「理理想想的的」」とといいうう言言葉葉にに特特にに深深いい思思想想をを込込めめたたとと考考ええるるべべききででははななくく、、そそれれにに特特段段
のの美美的的((??))なな思思いい入入れれががああっったたとともも見見ええなないい。。高高木木はは良良いい意意味味でで即即物物的的なな思思想想家家ででああっってて、、
原原語語にに充充ててらられれたた日日本本語語にに不不都都合合ががああれればば、、適適宜宜、、変変更更をを加加ええれればば良良いいとといいうう主主張張はは傾傾聴聴
にに値値すするる。。最最近近、、「「すすべべててのの数数はは理理想想数数だだ」」みみたたいいなな怪怪文文章章がが一一部部でで出出回回っってていいるる。。「「理理想想」」
とといいうう曖曖昧昧なな言言葉葉ははややめめてて、、形形容容詞詞 iiddeeaall はは「「イイデデアアルルなな」」、、名名詞詞 IIddeeaall はは「「イイデデアアルル」」とと
すするるののがが適適切切だだとと思思うう。。  
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